
反応がない

胸と腹部の動きを見て普段どおりの呼吸がなければ心停
止と判断し、すぐに胸骨圧迫（心臓マッサージ）を開始しま
す。あえぐようなあごの動きだけで換気ができていないと
きも心停止です。意識はなくても普段どおりの呼吸をして
いれば、気道を確保し救急隊の到着を待ちます。
気道の確保には、頭部後屈あご先挙上（頭を後ろにそらし、あごを持ち上げて空気
の通り道をつくる）を行います。
判断に迷う場合は心停止とし、胸骨圧迫（心臓マッサージ）を開始して、AEDを使用します。

心肺蘇生は胸骨圧迫（心臓マッサージ）から開始します。胸骨圧迫（心臓マッサージ）
を30回連続で行い、人工呼吸ができれば気道確保をして口対口人工呼吸（乳幼児の
場合は口対鼻口）で軽く胸が上がる程度に２回息を吹き込みます。
以後、胸骨圧迫（心臓マッサージ）と人工呼吸を30対２で繰り返します。人工呼吸が
できなければ胸骨圧迫（心臓マッサージ）のみの蘇生を継続します。
心肺蘇生は動きが出るか救急隊に引き継ぐまで絶え間なく継続します。

AEDは０歳児でも使用できます。小学生以上では成人用パッドを使用します。
未就学時には小児用パッドを使用しますが、無ければ成人用パッドで行います。
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